
2022年1月28日
特定非営利活動法人ｅワーク愛媛

（えひめフードバンク愛顔）
難波江 任（なばえ つとむ）

愛媛県内
地域循環型食品ロス削減

ネットワーク活動



☆創業・設立 創業 2003年12月、法人登記 2005年11月

☆活動内容 ◎困難を抱える若者の就労支援事業、自立支援

相談支援、アウトリーチ、宿泊型自立支援、キャリアカウンセリング、職業訓練、他

◎フードバンク事業

えひめフードバンク愛顔（食品ロス削減、環境改善、格差縮小支援、食育活動等）

◎地域再生事業

買い物弱者支援、地域おこし人材育成（各種講座企画・開催等）他

◎こども食堂事業（新居浜市・宇和島市）

◎生活困窮者就労準備支援事業（愛媛県委託事業）

◎地域情報発信事業

Podcast番組配信「エヒメシ食遺産」「愛ある愛媛の愛顔ラジオ」

☆職員数等 職員11名（非常勤含む）、ボランティア15名、会員数31（個人・団体）

☆拠点 本部拠点（新居浜市）、東予事務所（西条市）、北宇和事務所（鬼北町）

フードバンク中予事務局（松山市）、南予事務局（宇和島市）



困難を抱える若者の
就労支援・自立支援

「若者しごと塾」
こども食堂事業

（新居浜市・宇和島市）

雇用の受皿創出
「地域再生・地域共生

事業」

生活困窮者就労準備支
援事業（愛媛県委託）

フードバンク事業
「えひめフードバンク愛顔」

（フードバンク、コミュニティパントリー、
フードドライブ等）

情報発信事業
「Ｐｏｄｃａｓｔ

による地域情報発信」

ＮＰＯ法人

ｅワーク愛媛



沿革
2003年12月 任意団体として、ひきこもり・ニートなど困難を抱える若年の自立支援開始
2005年11月 法人登記
2007年 6月 「若者自立塾」(厚生労働省/合宿型若者自立支援プログラム)連携実施
2009年10月 「平成21年度 若者自立支援事業」受託（新居浜市）
2011年 4月 「平成23年度 若者自立支援事業、中高年自立支援事業」受託（新居浜市）
2012年 4月 「平成24年度 就労困難者支援事業」受託（新居浜市）

11月 フードバンク事業開始（現・えひめフードバンク愛顔）
2014年 8月 「平成26年度 就職・自立促進講習」（愛媛労働局委託）
2016年 4月 生活困窮者就労準備支援事業受託（愛媛県）、北宇和事務所（鬼北町）開設
2018年 2月 平成30年度・第52回 南海放送賞受賞
2019年 8月 えひめフードバンク愛顔 南予事務局開設・こども食堂ここね(宇和島市)開始

全国食品ロス削減研究会 発足（代表 原田佳子・美作大学特任教授）
2020年 2月 食品ロス削減シンポジウムinにいはま開催

8月 こども食堂来んかい屋（新居浜市）開始
12月 えひめフードバンク愛顔 中予事務局（松山市）開設

2021年 1月 コミュニティパントリー事業開始（新居浜市、西条市）
4月 東予事務所（西条市）開設



ｅワーク愛媛は
困難を抱える若者の自立支援

に取組んできた

困難を抱える若者
（44％/当団体被支援者状況調査結果）の

バックグランドには格差の問題があった

フードバンク事業による
①困難を抱える若者への食料による側面支援
②困難を抱える若者の社会的事業体験の場創り



フードバンク活動開始の経緯
2007～08年 「ガイアの夜明け」（2007年3月27日/テレビ東京）

「素敵な宇宙船地球号」（2008年1月13日/テレビ朝日）
でセカンドハーベスト・ジャパン（以下、2HJ/東京都台東区）の活動が報道。
両番組をたまたま視聴した代表が、フードバンク事業に興味を持った。
（困難を抱える若者の支援に活用できる）

2011年 3月 東日本大震災の2日後から、2HJが被災地への食料支援を開始した報道を
見た代表が、愛媛でもフードバンクを開始すべきと考え、立上げ準備開始。

6月 代表が、2HJを見学。
中国四国農政局の事業で、岡山・香川でフードバンク事業を立ち上げようと
調査中の廃棄物工学研究所の職員とたまたま同席し、2HJ本部を見学。
その後、代表がフードバンク活動推進事業検討会（中国四国農政局事業）の
委員としてフードバンク香川および、フードバンク岡山の設立にかかわる。

2012年11月 新居浜市内で8月に開始した直売所および、その倉庫を活用しフードバンク
事業を開始。
直売所会員の生産者、パン製造業からの食料寄付を受けて市内の児童養護
施設、近隣の自立援助ホームへの食料提供を開始。



えひめフードバンク愛顔の運営理念

☆「もったいない食料」を「思いやり食料」に変えよう

☆単なる施しにならない食料支援をしよう

☆地域循環型食品ロス削減を進めよう

☆バランスよくフードバンク機能（食品ロス削減、

地域再生・地域共生、格差の縮小等）を活用

しよう



おもいやり食料
フードバンクで活用するのは、食べることができるのに、捨てられそう
になっている食べ物。捨ててしまうと「食品ロス」＝「もったいない食料」
になりますが、それを食べることに使うと、食べ物を必要としている方
や団体の助けとなる「おもいやり食料」となります。

「おもいやり食料」という言葉は、私たちeワーク愛媛のフードバンク「え
ひめフードバンク愛顔（えがお）」が使っている言葉です。
「もったいない食料」を活用して「ありがとう」につなげる「おもいやり」の
こもった食料にしよういう願いが込められています。



筆者作成
「地域活性研究」Vol.9「フードバンク事業の機能と他事業の連携効果について」掲載

フードバンクの機能体系



えひめフードバンク愛顔
の活動内容

地域循環型
食品ロス削減 こども食堂

ネットワーク
等地域活動
との連携

絵本などに
よる啓蒙活動

対面型
コミュニティ
パントリー

常設型
フードドライブ

拡大



地域循環型食品ロス削減

従来型



地域循環型食品ロス削減

現状（改善）型



地域循環型食品ロス削減ネットワーク

ご家庭
（フードドライブ
実施施設を
訪れる方々）

常設型フードドライブ

実施団体

31 箇所
(2022 年 1 月現在 )

フードバンク ・

子ども食堂 ・

福祉施設など

食料支援

実施団体

52 団体
（2021 年 8 月

現在）

NPO 法人ｅワーク愛媛
（えひめフードバンク愛顔）

家
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企業 ・ 店舗 ・ 子ども食堂などのマッチング、 数量把握 ・ 課題解決、

フードドライブ準備、 システム整備 等

食
料
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・
福
祉
的
活
用

家
庭
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食料支援が

必要な方々、

他の支援団体

企業 ・ 店舗 ・ 子ども食堂などのマッチング、 数量把握 ・ 課題解決、

フードドライブ準備、 システム整備 等

食料寄付者

食料支援実施
団体

利用者食品寄贈企業

食
料
支
援
・
福
祉
的
活
用

食料寄贈元団体 ・ 企業　31 団体
（2021 年 8 月現在）



ハローズとフードバンクの物流イメージ
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筆者作成
「地域活性研究」Vol.9「フードバンク事業の機能と他事業の連携効果について」掲載



フードドライブ連携による地域循環型食品ロス削減効果

2022年1月9日 特定非営利活動法人ｅワーク愛媛 作成


